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今
年
度
の
会
長
職
に
就
き
ま
し
た
。
関

係
各
所
の
方
々
に
は
本
会
活
動
へ
の
ご
支

援
ご
指
導
の
程
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
2
年
目
の
始

ま
り
は
、
新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
総
会
中
止
、
役
員
選
出
は
書
面

評
決
で
し
た
が
無
事
に
33
名
の
役
員
が
揃

い
例
年
通
り
始
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
挨
拶

宮
本
　
好
彦
（
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

さ
て
本
会
の
肝
と
い
え
る
会
員
が
集
い

研
鑽
す
る
各
研
修
会
は
、
開
催
で
き
る
目

途
が
立
た
な
い
た
め
今
年
度
は
会
費
を
徴

収
せ
ず
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
前
例
の

な
い
形
で
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
先
日
第

一
回
の
役
員
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
Z
O
O
M
を
使
用
し
た
会
議
で
行
い
ま

し
て
、
例
年
の
全
体
研
修
会
は
、
3
回
の

リ
モ
ー
ト
研
修
（
8
月
及
び
9
月
＋
介
護

報
酬
改
定
関
連
）
と
し
、
会
員
の
皆
さ
ん

が
視
聴
で
き
る
よ
う
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
研
修
開
催
告
知
や
情
報
提
供

は
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
も
の

を
主
と
し
た
い
で
す
し
、
次
年
度
以
降
の

活
動
が
よ
り
好
機
に
機
動
的
に
展
開
で
き

る
よ
う
現
在
の
禍
を
福
に
転
じ
た
く
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

私
事
、
先
日
帰
郷
し
て
ま
い
り
ま
し
て

新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
な
っ
た
詩
が

詠
ま
れ
た
と
い
う
場
所
を
訪
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
そ
の
地
は
土
地
神
様
と
し
て
坂

本
八
幡
宮
が
鎮
座
さ
れ
て
お
り 

「
宴
う
た
げ
ま
も
り

守
」
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会

令
和
２
年
度
「
通
常
総
会　

書
面
承
認
」
に
つ
い
て

令
和
２
年
５
月
16
日
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
通
常

総
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け
る
国
の
自

粛
要
請
を
受
け
左
記
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
書
面
承
認

を
行
い
ま
し
た
。
令
和
２
年
５
月
26
日
時
点
の
会
員
数

２
０
９
名
に
対
し
、
承
認
１
４
１
名
（
委
任
状
28
名
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
返
信
１
１
３
名
）
と
過
半
数
を
満
た

し
て
お
り
、
総
会
決
議
案
は
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
全
体
研
修

の
中
止
に
伴
い
、
令
和
２
年
度
の
年
会
費
は
、
特
例
と

し
て
徴
収
せ
ず
研
修
再
開
の
際
、
資
料
代
と
し
て
徴
収

す
る
形
に
て
予
算
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
三
恵
苑
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー　

宮
本
好
彦
氏
が
留
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

令
和
元
年
度
事
業
報
告

議
案
第
２
号　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
書

議
案
第
３
号　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
事
業
予
算

議
案
第
４
号　

令
和
２
年
度
役
員
改
選
（
会
長
選
出
）

留
任

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

（
広
報
誌
表
紙
に
掲
載
）
は
、
さ
い
た
ま
市
各
区
の
十
色

を
使
用
し
、「
人
が
支
え
合
い
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
和
」

の
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
こ
の
思
い
を
皆
で
持
つ
こ
と
で
大
き
な
力
と

な
り
、
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

と
い
う
お
守
り
札
が
頒
布
し
て
あ
り
ま
し
た
。
既
述
の

詩
が
詠
ま
れ
た
「
梅
花
の
宴
」
に
あ
や
か
っ
た
も
の
と

の
こ
と
。
宴
と
は
人
が
集
ま
り
楽
し
む
こ
と
、
楽
し
け

れ
ば
笑
顔
が
生
ま
れ
心
晴
れ
や
か
に
な
り
幸
せ
な
気
分

に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
迷
わ
ず
授
か
っ
て
き
ま
し
た
。

研
修
会
、
担
当
者
会
議
、
連
携
・
・
本
当
は
リ
モ
ー
ト

な
ん
て
好
き
で
は
な
い
私
で
す
。
い
っ
と
き
も
早
く
宴

が
再
開
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
早
く
み
な
さ
ん
と
顔
つ

き
合
わ
せ
切
磋
琢
磨
し
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
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令和２年度　さいたま市介護支援専門員協会【年間事業計画】

「社会的使命と自己研鑽を協会活動を通じて意識を高め合うことを目標として実施していく。」

主な事業 内　　　　容 実施予定
1 通常総会 令和元年度事業報告及び収支決算

令和２年度事業計画及び収支予算
５月 16 日

2 会議

執行部会 会務の執行の統括・その他の決定に関すること 随時
運営実務 研修・ネットワーク推進委員会

全体研修・地区活動（研修）・施設活動（研修）の統括
日程、会場、講師等の調整に関すること  

５月
６月
９月
11 月

広報委員会
協会活動（研修）等を把握し、協会の普及・ＰＲ活動に関すること
ホームページ管理更新・広報誌の発行（年４回予定）

発行予定月
〃
〃
〃

随時
６月
９月
12 月
３月

事務局

協会会員管理・事務管理・その他に関すること

随時

委員会 総会施行 ･ 本会の運営に関する事項について ６月
８月
10 月

在宅ケアマネ委員会
活動（研修）の企画・調整を行い区内会員への連絡に関すること

随時

地域活動・全体研修打ち合わせ
施設ケアマネ委員会

施設活動（研修）の企画・調整を行い会員への連絡に関すること
６月
８月
１月

その他 さいたま市「介護の日フォーラム」企画会議
さいたま市社会福祉協議会　さいたま市内研修実施機関連絡会
大宮医師会　大宮包括ケアネット会議
浦和医師会　浦和地区在宅医療・介護連携推進会議
さいたま市地域包括支援センター運営協議会
さいたま市（各区）地域包括支援センター連絡会
さいたま市（各区）地域包括支援センター地域支援会議
さいたま市社会福祉審議会

・高齢者福祉専門分科会
・高齢者福祉計画等検討協議会作業部会

さいたま市高齢者生活支援推進協議会

随時

3 研修 全体研修 「基調講演」…演題・「未定」
「居宅・施設ケアマネ合同研修」災害時について
「事例検討会」　グループワークでケアプランの考え方
ＡＣＰ「人生会議について」学習もしばなゲームをしてみませんか

「アンガーマネジメント」あなたの心どこにいきますか
さいたま市交流研修「報酬改定について」

アロハ太郎氏・村田綾氏
さいたま市
協会役員

浦和医師会　松本様
アンガーマネジメント協会講師

さいたま市

５月 16 日
７月
９月
11 月
１月
３月

地域活動 随時開催 随時
施設ケアマネ
活動・研修

施設ケアマネ活動
施設ケアマネ研修
施設ケアマネ研修「講義」

検討中
検討中

（講師　 峯尾　武巳 氏）

８月
10 月
２月

協賛研修 さいたま市介護保険サービス事業者連絡協議会
その他団体

随時

４ その他の事業 さいたま市「介護の日フォーラム」への参加
各医師会等　医療機関との会議
その他、必要と判断した場合

11 月 8 日
随時
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
則

第
１
章　

総
則

　

（
名
称
）

第
１
条　
　

本
会
の
名
称
は
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門

員
協
会
と
す
る
。

　

（
目
的
）

第
２
条　
　

本
会
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向
上
と

介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
介
護
支
援
業
務
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

（
事
業
）

第
３
条　
　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
う
。

　

（
１
）
介
護
支
援
専
門
員
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
向

　
　
　

上
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
２
）
介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

　
　
　

関
す
る
こ
と
。

　

（
３
）
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

　
　
　

要
と
な
る
情
報
の
収
集
と
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
４
）
上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
目
的
を
達
成
す
る
た

　
　
　

め
に
必
要
な
こ
と
。

第
２
章　

会
員

　

（
会
員
及
び
賛
助
会
員
）

第
４
条　
　

本
会
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
（
以
下
「
会
員

等
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

２　

会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
の
目
的

に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
さ
い
た
ま
市
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有
す
る
介
護

　
　
　

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格
者
で
あ
っ

　
　
　

て
、
実
務
研
修
を
終
了
し
て
い
る
者
。
又
は
入
会

　
　
　

年
度
内
に
実
務
研
修
を
終
了
す
る
見
込
み
の
者
。

　

（
２
）
そ
の
他
本
会
が
特
に
入
会
を
認
め
た
介
護
支
援
専

　
　
　

門
員
。

３　

賛
助
会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
に

掲
げ
る
目
的
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
企
業
・
民
間
業
者
等
の
団
体
組
織
に
所
属
す
る
個
人

　

（
２
）
学
識
経
験
者

　

（
３
）
そ
の
他
本
会
が
入
会
を
認
め
た
者
。

　

（
入
会
）

第
５
条　
　

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
費
を
添
え

て
入
会
申
込
書
を
本
部
事
務
局
に
提
出
し
、
役
員
会
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

入
会
申
込
書
に
よ
る
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
本
部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

（
会
費
）

第
６
条　
　

会
員
は
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円
と
す

る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）

　
　
　
　

入
会
者
は
２
，
５
０
０
円
と
す
る
。

３　

賛
助
会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円

と
す
る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
に
入
会

し
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
額
と
す
る
。

４　

会
費
の
納
入
方
法
は
、
指
定
の
口
座
振
込
み
と
す
る
。

　

（
退
会
）

第
７
条　
　

会
員
等
は
、
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
本

部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
の
申
し
出
を
行
い
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
等
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３　

正
当
な
理
由
が
な
く
前
条
に
規
定
す
る
会
費
を
１
年
以

上
納
入
し
な
か
っ
た
と
き
。

　

（
除
名
）

第
８
条　
　

会
員
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
会
長
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経
て
、
本
会
か
ら

除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
当

該
会
員
に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

（
１
）
本
会
の
運
営
に
著
し
い
支
障
を
与
え
た
場
合

　

（
２
）
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、
又
は
会
則
及
び

　
　
　

倫
理
に
反
す
る
重
大
な
行
為
の
あ
っ
た
場
合

　

（
拠
出
金
品
の
不
返
還
）

第
９
条　
　

退
会
し
、
又
は
除
名
さ
れ
た
会
員
等
が
既
に
納

入
し
た
会
費
、
そ
の
他
拠
出
金
は
返
還
し
な
い
。

第
３
章　

組
織

　

（
役
員
）

第
１
０
条　

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　

（
１
）
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
２
）
副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

　

（
３
）
事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
４
）
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長　
　
　

１
人

　

（
５
）
広
報
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
６
）
事
務
局
次
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
７
）
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長　
　
　

３
人

　

（
８
）
広
報
副
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
９
）
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

①
在
宅
ケ
ア
マ
ネ
研
修
委
員　
　
　
　

１
０
人
以
上

　
　
　

②
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
委
員　
　
　
　
　
　
　

２
人

　
　

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員　
　
　
　
　

４
人
以
上

　

（
10
）
広
報
委
員
（
広
報
誌
・
議
事
録
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

担
当
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
人
以
上

　

（
11
）
事
務
局
（
会
員
管
理
、
会
計
、
総
務
）　

各
1
人

２　

本
会
の
役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
（
賛
助
会
員
を
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含
む
）
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
と
す
る
。

３　

会
長
は
役
員
会
に
て
選
出
さ
れ
、
総
会
で
承
認
す
る
。

４　

副
会
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
研
修
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、
各
委
員
会
副
委
員

長
並
び
に
委
員
、
事
務
局
次
長
及
び
事
務
局
担
当
を
会
長

が
指
名
し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

５　

監
事
は
２
人
と
し
、
総
会
に
お
い
て
役
員
以
外
か
ら
選

出
す
る
。

　

（
職
務
）

第
11
条　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

２　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
不
在
の
と
き
、

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
務
を
代

行
す
る
副
会
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
す
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
会
の
運
営
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
副
会
長
２
名
は
、
運
営
・
実
務
と
事
務
・
総
務

を
分
担
化
し
そ
れ
を
統
括
す
る
。

３　

事
務
局
長
は
、
本
会
の
事
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と

協
働
し
会
員
、
会
計
、
事
務
・
総
務
全
般
に
お
け
る
運
営

業
務
を
管
理
す
る
。

４　

役
員
は
、
役
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
執
行
を
決
定
す

る
。
さ
ら
に
、
役
員
の
う
ち
、
第
10
条
１
項
の
（
１
）
か

ら
（
８
）
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
を
組
織
し
て
、
運
営
の

中
枢
と
な
る
。

５　

研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
は
、
研
修
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

と
と
も
に
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
を
構
成

し
、
研
修
計
画
、
研
修
会
の
開
催
、
講
師
依
頼
の
調
整
を

行
う
ほ
か
、
行
政
、
各
諸
団
体
等
の
連
携
を
図
る
。
又
、

役
員
並
び
協
会
会
員
等
よ
り
研
修
会
の
希
望
が
あ
っ
た
場

合
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
に
て
協
議
の
上
、

研
修
計
画
の
調
整
及
び
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
会

の
運
営
・
実
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と
協
働
し
、
そ
の

運
営
業
務
を
管
理
す
る
。

６　

広
報
委
員
長
は
、
広
報
副
委
員
長
と
広
報
委
員
会
を
構
成

し
て
、
協
会
の
広
報
活
動
を
行
う
。
職
務
に
つ
い
て
は
①
会

議
録
の
作
成
、
②
広
報
誌
の
発
行
、
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

管
理
し
、
本
会
の
運
営
・
実
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と
協

働
に
よ
り
、
協
会
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

７　

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
業
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　

（
任
期
）

第
12
条　

役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
す
る
。
但
し
後
任
役
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２　

役
員
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

役
員
が
、
転
居
や
退
職
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
役
員
を
辞
任
し
た
場
合
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
に
限

り
、
欠
員
と
な
っ
た
役
員
を
前
任
者
又
は
役
員
の
推
薦
を

経
て
、
会
長
が
任
命
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

（
解
任
）

第
13
条　

役
員
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
任
期
の
途
中
で
あ
っ
て
も
総
会
の
評
決
に
よ
り
解

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
１
）
心
身
の
故
障
等
の
た
め
職
務
の
執
行
に
耐
え
ら
れ

　
　
　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

　

（
２
）
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
る
と
認

　
　
　

め
ら
れ
る
と
き

　

（
補
助
組
織
の
設
置
等
）

第
14
条　

会
長
は
、
役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
委
員
会
、
専

門
部
会
等
の
補
助
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
事
務
局
）

第
15
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
さ
い
た
ま
市
西
区
宝
来
86

－

１

　

敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム
内
に
置
く
。

　

（
顧
問
）

第
16
条　

本
会
に
専
門
的
な
知
識
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
顧

問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

顧
問
は
、
会
員
以
外
の
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

顧
問
は
、
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
経
験
者

等
、
本
会
の
運
営
に
指
導
・
助
言
者
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
と
し
て
、
役
員
会
に
お
い
て
役
員
の
承
認
の
も
と
決
定

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
章　

会
議

　

（
種
別
及
び
構
成
）

第
17
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
及
び
役
員
会
と
し
、
総
会

は
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
は
、
役
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

（
権
能
）

第
18
条　

総
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

　

（
１
）
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

　

（
２
）
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

　

（
３
）
会
則
の
改
正
に
関
す
る
事
項

　

（
４
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項

２　

役
員
会
は
、
次
の
事
項
を
協
議
執
行
す
る
。

　

（
１
）
総
会
に
付
議
す
る
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
２
）
総
会
に
お
い
て
議
決
し
た
事
項
の
執
行
に
関
す
る

　
　
　

こ
と

　

（
３
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
事
項

　

（
招
集
及
び
開
催
）

第
19
条　

総
会
の
会
議
は
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
員
に
対
し
、
会
議
の
目
的

た
る
事
項
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
日
時
及
び
場
所
を
示
し

て
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る
。

３　

通
常
総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

４　

臨
時
総
会
は
、
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
又
は

総
会
員
の
４
分
の
１
以
上
の
者
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事

項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る
。
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５　

役
員
会
は
、
必
要
な
と
き
随
時
開
催
す
る
。

　

（
客
足
数
及
び
議
決
条
件
）

第
20
条　

会
議
は
、
総
会
に
お
い
て
は
会
員
、
役
員
会
に
お

い
て
は
役
員
の
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
以
上
の
出
席
に
よ
っ

て
成
立
し
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
議
決
す

る
。
但
し
可
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
総
会
に
出
席
で
き
な
い
会

員
は
、
予
め
通
知
さ
れ
た
会
議
の
付
議
事
項
に
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
評
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

は
、
前
項
の
適
用
に
お
い
て
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
５
章　

会
計

　

（
経
費
）

第
21
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
充
て
る
。

　

（
会
計
年
度
）

第
22
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　

（
決
算
）

第
23
条　

本
会
の
収
支
は
、
毎
年
度
、
監
事
の
監
査
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章　

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
取
扱
い

　

（
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
）

第
24
条　

本
会
は
会
員
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
、
以
下
に

あ
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
会
員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る

期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た
後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人

情
報
の
開
示
、
提
供
又
は
漏
洩
の
な
い
よ
う
適
正
か
つ
適

切
な
取
扱
い
を
行
な
う
。

　

（
１
）
会
員
個
人
の
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

番
号
等

　

（
２
）
会
員
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
所
属
事
業
所
名
及
び

　
　
　

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等

２　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人
情
報
の
開
示
、
提
供
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

３　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
個
人
情
報
を
私
的
な
営
業
活
動
や
営
利
目
的
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
７
章　

会
則
の
変
更
及
び
委
任

　

（
会
則
の
変
更
）

第
25
条　

こ
の
会
則
を
改
正
す
る
と
き
は
、
役
員
会
の
発
議

に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
委
任
）

第
26
条　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
会
則
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経

て
、
別
に
定
め
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
15
年
６
月
14
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

２　

こ
の
会
則
の
施
行
日
以
後
、
最
初
に
選
任
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
、
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
16
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
16
年
６
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
17
年
６
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
21
年
５
月
23
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
22
年
５
月
29
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
22
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
23
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
25
年
５
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
26
年
５
月
17
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
30
年
５
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
令
和
元
年
５
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。
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さいたま市介護支援専門員協会 検索

　昨年度より、「研修資料」を事前にホームページへ掲載しています。今年度もホームページへ掲載してい
きますので、印刷、研修資料ご持参の上、研修会にご参加くださいますようご協力をお願いいたします。
　令和２年度初回の広報誌は「会則」「年間事業計画」「役員名簿」を掲載させていただきました。

　「介護保険最新情報」「社会保障審議会（介護給付費分科
会）」の内容について、随時更新しています。特に「介護給付費
分科会」では、令和３年４月介護保険制度改正に向けた内容が掲
載されていますのでご覧ください。

【介護保険最新情報】
　厚生労働省から各都道府県、市区町村等の介護保険担当課等に
通知された内容について掲載しています。

【社会保障審議会（介護給付費分科会）】
　厚生労働省の諮問機関として、有識者、業界団体の代表、自治
体の代表などによって構成され、介護報酬の改定内容等について
議論を行っています。

さいたま市介護支援専門員協会　ホームページのご案内


